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Abstract
　セキュリティが重要となる今日、個人認証や識別などの必要性が高まっており、そのためにはまず画像中にある顔領域を検出することが求められている。
　与えられた画像中の顔を検出するには、顔と顔以外のものを正確に区別できる識別器が必要である。顔と顔以外の対象の識別では、顔以外の対象は無数に存在し、それらすべてを訓練データとして学習することは不可能である。また、人毎に顔の形や目鼻等の顔の部品も異なっているので、顔のクラスの変動も少なくない。そのため、未学習の顔を顔として識別でき、しかも、あらゆる顔以外の対象を顔以外に識別できるような識別器を訓練サンプルから学習しなければならない。そのためには、汎化性能の高い手法が必要となる。
　そこで本研究ではAdaboost学習による顔の画像識別器を構築し、その識別器を利用した画像中の顔検出システムの作成を目的とする。Adaboostを画像に適用する為の特徴量としてHaar型の特徴量を使用した。

　Haar型を用いたAdaboostアルゴリズムを用いて、性能が異なる３つの顔画像識別器を構成した。この顔画像識別器を用いて、画像中に映る顔検出までを３つの段階に分け実験を行った。まず１段階目として、構築した顔識別器の精度を確認する為の実験として24×24の顔および非顔画像を250枚ずつ与え顔画像であるか、または非顔画像であるかの識別を行った。２段階目として、背景色が一様の画像からの顔検出を行った。そして３段階目で、自然な画像(何も処理をしていない画像)からの顔検出を行った。結果、顔領域の検出はできるが、顔領域以外の部分も顔と識別してしまうことがあった。

　顔領域以外を顔と識別してしまった原因として、学習段階で識別器へ与える学習用画像が少なかったこと等が挙げられる。

　今後の課題としては、学習用のサンプル画像枚数を増やし識別器を学習させ、また顔以外の物体検出も試すことが必要であることなどが挙げられる。
